
震
災
五
年
後
の
今
を
生
き
る
３
・
11
か
ら
五
年
と
い
う
節
目
に
、
復
興
に
向
け
て
の
努
力
が
続
く
被
災
地
の
抱
え
る
今
の
課
題
や
、

や
が
て
く
る
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
北
三
県
の
被
災
地
の
組
合

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
全
国
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。　　
　
︵
本
誌
二
六
頁
︶

被
災
地
か
ら
の
声

福
島
か
ら

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
沿

岸
部
に
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
岩

手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
、
千
葉

の
五
県
。
自
治
体
職
員
と
い
う
組

合
な
ら
で
は
の
立
場
か
ら
、
復
興

に
向
け
た
取
り
組
み
と
そ
の
な
か

で
感
じ
た
課
題
な
ど
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　　
︵
本
誌
一
六
頁
︶

座
談
会

沿
岸
部
が
被
災
し
た

自
治
体
の
今

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
て
き
た
﹁S

peaking O
ut 

Tohoku

﹂。
被
災
地
で
、
子
ど
も
た
ち
が

一
人
の
市
民
と
し
て
未
来
を
見
据
え
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

︵
本
誌
二
九
頁
︶

岩
手
県
陸
前
高
田
市
／

山
田
町
、
宮
城
県
石
巻
市

３
・
11
か
ら
生
ま
れ
た
希
望

３
・
11
と
い
う
未
曽
有
の
経
験

か
ら
何
を
学
ぶ
の
か
。
ま
ち
づ

く
り
と
防
災
の
連
携
に
よ
る
事

前
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
か
ら
、
自
治
体
の
新
た
な
防

災
対
策
を
考
え
ま
す
。

︵
本
誌
三
六
頁
︶

３
・
11
の
教
訓
は

活
か
さ
れ
て
い
る
か

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
で
の
衝
撃
的
な
被
害
想

定
か
ら
、
就
職
や
進
学
、
結
婚
を
機
に
転
出

す
る
﹁
震
災
前
過
疎
﹂
と
い
う
現
象
に
立
ち

向
か
お
う
と
、﹁
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
﹂

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。︵
本
誌
四
六
頁
︶

徳
島
県
美
波
町

住
民
主
体
の

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
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和歌山県伊都郡九度山町〈真田ゆかりの地、九度山〉

辺野古埋め立て承認の違法性
―国際人権法の基準を適用して

震災五年後の今を生きる

地域を支える人 去石一良さん・宮古市都市整備部都市計画課

震災五年後の今を生きる

あの日から五年
被災した沿岸部の今

東北からうまれた希望
―“Speaking Out From Tohoku～子どもの参加でより良いまちに！～”

事前復興が開く新たな防災対策の地平
住民主体の事前復興まちづくり―徳島県美波町

被災地からの声❶福島から

革新自治体の組合（その二）
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単組をめぐり「じちけん」活動を発見！
―静岡県本部編（その２）

宮城自治研 レポート募集中！
〈誰もが、住み慣れた家で、地域で、安心して
暮らし続けることができる社会〉を作るために
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